
地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

ふくい女性活躍社会づくり推進事業【福井県】

目的・目標

事業の特徴

【福井県の現状】
・女性の就業率（52.6％）
・女性の労働力率（53.9％）
・共働き率（58.6％）

全国１位

【福井県の課題】
管理職に占める
女性の割合
（13.6％）

全国４６位

企業において女性がリーダーとして活躍したり、男性の家庭進出
を促進し、女性の家事・育児等の負担を軽減することでゆとりを
創出するなど、本県の女性が幸福を実感しながらより生き生きと
暮らし、働き、夢や希望を実現できる環境をつくる
R2年度末目標
・企業における女性管理職の割合 １６．５％
・「ふくい女性活躍推進企業」登録数 ２８０社

◎共家事（トモカジ）促進事業
・味の素株式会社北陸支店
・共家事協賛店 １０４店舗
ゲンキー株式会社、福井県民生協、株式会社ヤスサキ、西武福井店、
JA福井県管内Aコープ各店、100満ボルト福井本店、株式会社PLANT、
デリアテール高柳店、浅田クッキングスクール

◎ふくい女性の幸福度調査
・お茶の水女子女子大学

◎共家事（トモカジ）促進事業
・「共家事促進店」への促進グッズ等の提供
・11月第３日曜日（家族の日）の前後１週間ずつを「共家事
weeks」とし、共家事促進店で協働キャンペーンを実施

◎ふくい女性の幸福度調査
・県内企業2,000社に対し、「企業における女性活躍」に関する
アンケート調査を実施

◎共家事（トモカジ）促進事業
リーフレットを活用して、家事を「見える化」したことにより、家族

で話し合うきっかけとなり、女性に偏っている家事分担の見直しや
男性の家事参加への意欲向上が見られた

◎ふくい女性の幸福度調査
次計画策定に向けた論点として、男女共同参画審議会におい

て、現状・課題の整理や施策の方向性を示すことに繋がった

◎共家事（トモカジ）促進事業
リーフレット配布数に対する、アンケート結果の回収率がひく

かったため、来年度は県内量販店だけでなく、ふくい女性活躍推
進企業（R3.3末288社）へ配布し、さらなる女性の負担軽減を図る

◎ふくい女性の幸福度調査
調査結果を基に、具体的施策を立案して、次計画の策定に反

映させる



共家事（トモカジ）促進事業

令和２年１１月８日～１１月２２日 共家事Weeks
「共家事」促進キャンペーンの実施

・県内１０４店舗を「共家事促進店」として、
統一デザインのポスターを設置
・家事を７７項目に細分化した、
リーフレットを配布
・チェックした結果をQRコードから
アンケートフォームに入力すると
抽選で時短家電をプレゼント

「見える化」チェックシート
キャンペーン期間のアンケート

・配布部数：１１，０００部
・キャンペーン応募数：２９５件
・男女比 男性：１０６名（35.9%）

女性：１８９名（64.1%）

（主なアンケート結果）
・女性（特に妻）の家事負担の大きさが改めて浮き彫りになった
・回答した男性（夫）は比較的家事をしている者と考えられるが、
リビング周りの掃除やゴミ出しなどは妻とほぼ分担ができており、
その他（車のタイヤ交換などのメンテナンス、町内会への出席等）
については、妻より多く負担している
・妻に負担が偏っている食事の用意（献立を考える）等について、
省力化を活用した負担軽減の方法を検討していく必要がある

事業の概要

ふくい女性の幸福度調査

県内企業に対し、女性社員の働き方や

女性の管理職登用の状況等についてアン
ケート調査を実施

（主なアンケート結果）
・女性の管理職登用に係る計画や目標を
設定している企業は少ない
・男性の家事・育児参加を促進する取組
みを実施している企業は少ない

これらの結果を基に、具体的な施策につ
いて検討し、次計画策定に反映する


